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一
年
に
２
回
だ
け
出
合
え
る

    　
　
　
　
　

英
彦
山
の
「
光
の
道
」



百
歳
万
歳 

健
康
長
寿　

日
本
で
初
め
て
国
勢
調
査
が
実
施

さ
れ
た
大
正
９
年
（
１
９
２
０

年
）
生
ま
れ
の
石
井
さ
ん
は
、
来
月
め

で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
す
。

背
筋
は
伸
び
、
杖
も
持
た
ず
に
歩
く
足

の
運
び
は
し
っ
か
り
と
し
て
お
り
、
そ

の
齢

よ
わ
い

を
聞
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
か
た
が

驚
か
れ
る
そ
う
で
す
。

　

石
井
さ
ん
は
桝
田
生
ま
れ
で
、
現
在

も
桝
田
に
あ
る
家
で
息
子
の
直
さ
ん
、

悦
子
さ
ん
夫
婦
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

そ
の
石
井
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

の
が
、
家
の
裏
に
あ
る
畑
で
の
野
菜
づ

く
り
で
す
。
畑
に
出
る
と
夏
の
強
い
日

差
し
の
下
で
、
石
井
さ
ん
が
丹
精
込
め

て
育
て
た
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
が
実
っ
て

い
ま
し
た
。「
夏
は
水
や
り
が
大
変
で
ね
。

そ
ろ
そ
ろ
大
根
を
植
え
る
の
で
苗
を
買

い
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
」
と
語
る

石
井
さ
ん
。
収
穫
し
た
野
菜
は
自
宅
で

食
べ
た
り
、
友
人
に
差
し
上
げ
た
り
す

る
そ
う
で
「
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
嬉
し

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

石
井
さ
ん
の
も
う
ひ
と
つ
の
日
課
が

毎
日
、
書
い
て
い
る
日
誌
で
す
。
朱
色

の
カ
バ
ー
の
３
年
手
帳
に
は
、
天
気
や

毎
朝
の
起
床
時
間
、
食
事
の
内
容
、
血

圧
、
畑
仕
事
の
内
容
、
そ
の
日
の
行
動

と
時
間
な
ど
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

数
年
前
か
ら
毎
日
、
欠
か
す
こ
と
な
く

書
か
れ
て
お
り
「
１
年
前
に
何
を
し
て

い
た
か
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ

か
ら
な
い
字
は
辞
書
を
引
い
て
し
ら
べ

な
が
ら
書
い
て
い
る
」
と
話
す
石
井
さ

ん
の
日
誌
か
ら
は
規
則
正
し
い
生
活
と

几
帳
面
さ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

若
い
頃
の
石
井
さ
ん
は
町
内
に
あ
っ

た
蔵
内
炭
鉱
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
会
社
が
譲
渡
さ
れ
た
た
め
、
神
戸

に
行
き
鉄
工
所
に
勤
務
。
戦
争
が
激
化

す
る
と
招
集
さ
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど

で
兵
役
に
就
き
ま
し
た
。「
広
島
に
原
爆

が
落
と
さ
れ
た
と
き
は
宇う

じ
な品

（
広
島
の

地
名
）
に
い
た
。
爆
心
地
か
ら
４
８
０

０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
だ
っ
た
」
と

語
っ
た
戦
前
、
戦
中
の
体
験
談
は
、
語

り
継
ぐ
べ
き
貴
重
な
話
で
し
た
。

　

戦
後
は
、
大
峰
や
三
崎
の
炭
坑
で
働

き
、
閉
山
後
は
直
方
市
の
鉄
工
所
や
町

内
で
74
歳
ま
で
機
械
工
と
し
て
務
め
上

げ
た
石
井
さ
ん
。
６
年
前
に
最
愛
の
妻

マ
サ
ヱ
さ
ん
を
亡
く
し
ま
す
が
、
４
人

の
孫
と
６
人
の
ひ
孫
の
成
長
に
目
を
細

め
な
が
ら
、
息
子
夫
婦
と
３
人
で
元
気

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

毎
朝
７
時
ま
で
に
は
起
き
て
朝
食
を

と
る
な
ど
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る

石
井
さ
ん
。
月
１
回
の
通
院
も
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
、
買
い
物
を
し
て
帰

り
ま
す
。「
食
事
や
着
替
え
、部
屋
の
掃

除
ま
で
身
の
回
り
の
こ
と
は
全
部
自
分

で
し
て
い
る
」
と
家
族
は
話
し
て
い
ま

し
た
。
介
護
認
定
は
受
け
ず
、
家
族
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
生
活
す
る
石

井
さ
ん
は
ま
さ
に
健
康
長
寿
。
こ
れ
か

ら
も
、
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

石
井　

新あ
ら
た　

さ
ん

桝
田

長寿の秘訣

大
正
９
年
10
月
15
日
生

添
田
町
桝
田
出
身

　

９
月
21
日
は
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
敬
老
の
日
で
す
。

町
に
は
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
い
ま
す
。
そ
の
中
の
ひ
と
り
、

来
月
百
歳
を
迎
え
る
石
井
新
さ
ん
に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

一
、
野
菜
づ
く
り

一
、
毎
日
、
欠
か
さ
な
い
日
誌

一
、
規
則
正
し
い
生
活

伸
び
た
背
筋
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
歩
み
で

毎
日
、
畑
に
出
る
そ
の
姿
は
、
ま
さ
に
健
康
長
寿

毎
日
の
畑
仕
事
と

辞
書
を
引
き
な
が
ら
書
く
日
誌

大
正
、
昭
和
、
平
成
、令
和
を

生
き
た
１
世
紀

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る

規
則
正
し
い
生
活

↑高校野球をテレビで見ることが好きな石井さん。今年
　はコロナの影響で交流試合しかなく残念そうでした

↑６年前に他界した最愛の奥さ
　んとツーショット写真。真面
　目で几帳面な性格の石井さん
　は古い写真なども自分できち
　んと管理していました

→日誌を見せてくれる石井さん。
　昨年まではゲートボールで地
　域の皆さんとの交流を楽しん
　でいたようです。「午後１時よ
　りゲートボール３時までいる」
　とご自身の字でしっかりと書
　かれていました

↑畑でナスを手に取り「今は日中暑いので、できるだけ朝夕の涼しい
　時間に作業します」と石井さん。野菜は家族で食べたり、人にあげ
　たりするそうです。「ゲートボール仲間にあげると喜んでもらえた」
　と嬉しそうに話してくれました

石井さんに聞きました

健康長寿の秘訣はなんですか？
　胃腸を悪くして、今は薬を飲んで
いますが、それ以外は大きな病気も
しませんでした。規則正しい生活で
野菜づくりと日誌をつけること、自
分のことは自分ですること。あとは、
たくさん運動をすることですかね。

３　広報そえだ（令和２年９月号） 広報そえだ（令和２年９月号）　２



５　広報そえだ（令和２年９月号） 広報そえだ（令和２年９月号）　４

町
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
介
護
予

防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
元
気
の
源
で
あ
る
町
の

支
援
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
各

地
区
の
公
民
館
な
ど
で
、
行
わ

れ
て
い
る「
元

げ
ん
き
く
ら
ぶ

気
倶
楽
部
」。
平

成
20
年
度
に
事
業
を
開
始
し
、

今
で
は
す
っ
か
り
高
齢
者
の
皆

さ
ん
の
生
活
に
根
付
い
た
活
動

と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
頭
の
体
操
、

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
社
会
福
祉
協
議

会
ス
タ
ッ
フ
の
趣
向
を
凝
ら
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
楽
し
み
な

が
ら
筋
力
向
上
や
認
知
症
予
防

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

下
落
合
行
政
区
の
加
藤
千
恵

さ
ん
は
「
地
域
の
皆
さ
ん
と
顔

を
合
わ
せ
て
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

参
加
し
た
い
」
と
語
り
、「
参
加

し
だ
し
て
３
年
目
。
毎
週
こ
の

日
が
楽
し
み
」
と
元
気
い
っ
ぱ

い
に
笑
顔
を
見
せ
る
野
田
行
政

区
の
國
武
カ
オ
ル
さ
ん
。
地
域

の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
な
が

ら
、
頭
や
か
ら
だ
を
動
か
す
元

気
倶
楽
部
。
地
域
の
皆
さ
ん
が

支
え
合
い
な
が
ら
、
心
も
体
も

若
々
し
く
元
気
で
い
ら
れ
る
と

実
感
す
る
集
い
の
場
で
す
。
皆

さ
ん
も
お
気
軽
に
元
気
倶
楽
部

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

若
返
り
教
室
と
は
、
将
来
に

で
き
る
だ
け
介
護
が
必
要
な
状

態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
今
の

う
ち
か
ら
体
の
機
能
の
維
持
・

改
善
を
し
て
い
く
介
護
予
防
の

教
室
で
す
。
65
歳
以
上
の
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
で
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
こ
れ

か
ら
支
援
や
介
護
が
必
要
と
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
方
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
で
は
、

足
腰
を
中
心
と
し
た
筋
力
の
維

持
や
低
栄
養
状
態
に
な
ら
な
い

た
め
の
栄
養
改
善
、
ま
た
口
の

中
を
健
康
に
保
つ
た
め
の
口
腔

機
能
改
善
な
ど
を
複
合
的
に
行

う
こ
と
で
効
果
的
な
介
護
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
参
加

者
は
、
笑
顔
で
会
話
を
す
る
姿

が
見
ら
れ
、
週
一
回
の
教
室
が

と
て
も
楽
し
み
な
様
子
。
介
護

を
未
然
に
防
ぐ
の
に
か
な
り
の

高
評
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
高
齢
者
パ
ソ

コ
ン
教
室
や
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教

室
、
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
と
い
っ

た
高
齢
者
教
室
を
実
施
。
地
域

で
の
介
護
予
防
普
及
の
た
め
の

人
材
育
成
を
す
る
健
康
体
操
教

健
康

長
寿

室
を
行
う
な
ど
、
健
康
維
持
や

介
護
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
は
、
運
動
機
能

や
栄
養
状
態
の
改
善
だ

け
で
は
な
く
、
生
活
環
境
か
ら

改
善
し
、
日
常
生
活
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
支
え

合
い
な
が
ら
、
家
に
引
き
こ
も

ら
ず
に
健
康
で
、
生
き
が
い
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
町
で

は
、
感
染
症
対
策
を
し
て
介
護

予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
役
場
①
窓

口（
福
祉
・
高
齢
者
支
援
係
）に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

転
ば
ぬ
先
の
介
護
予
防
事
業

元気な皆さんを応援

笑顔
健康
で

元
気
倶
楽
部

若
返
り
教
室

介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト

地
域
で
支
え
合
っ
て
予
防

そ
え
だ
元
気
倶
楽
部

複
合
し
た
介
護
予
防
事
業

若
返
り
教
室

介護予防ポイント事業の登録者を募集しています
件です。申請は、役場①窓口
で受け付けています。皆さん
も日ごろの健康維持や生きが
いつくりのための介護予防ポ
イントを貯めて、お得なお買
物券に交換しませんか。

　町の介護予防事業や老人クラブ活動などへの参
加やボランティア活動などを行った場合にポイン
トを付与し、たまったポイントに応じて地域お買
物券に交換できる介護予防ポイント事業の登録者
を募集しています。対象者は、町内在住の65歳以
上の人で、介護認定を受けていないことなどが条

が

住み慣
れた地

域で

安心し
た生活

を 高齢者見守りサービス

問 【役場①窓口】保健福祉環境課福祉・高齢者支援係（☎ 82-1232）

■テレビ電話サービス
　テレビ電話（タブレット端末）を自宅に設置し、
週１回の見守りコールで安否確認を行います。
【対象者】
▶ 65歳以上の高齢者のみの世帯　▶重度身体障が
い者のみの世帯（身体障害者手帳１、２級）　▶家
族が同居しているが、仕事などで不在がちで65歳
以上の人が長時間単身となる世帯　
【利用料】
　機器の貸し出しや操作支援、安否確認などは無料

■買い物支援サービス
　交通の不便な地域を対象に隔週で、自宅から商
店までの送迎を行う「買い物送迎サービス」と決
まった曜日に電話で注文した商品を自宅に届ける
「宅配サービス」を行います。
【対象者】
▶75歳以上の高齢者のみの世帯　
▶重度身体障がい者のみの世帯
（身体障害者手帳１、２級）　
【利用料】
　無料

高齢者見守りサービスの利用方法

  ①役場保健福祉環境課（①窓口）で利用申し込
　  み（電話でも可）
　　　　　　▼
  ②調査員が訪問調査に伺います
　　　　　　▼
  ③サービス利用可否決定
　　　　　　▼
  ④サービス提供

帯　
帯

↑男性の参加者が多い野田行政区。休憩中には中
　村大五郎さんがハーモニカを披露していました

↑８月18日の英彦山行政区では地域包括支援セン
　ターによる介護について講演が行われました

↓元気な女性の笑顔あふれる下落合公民館。皆さん元気倶楽部の日を楽しみにしているようでした

→
感
染
症
対
策
の
た
め
、
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス

　

シ
ー
ル
ド
を
装
着
し
、
間
隔
を
空
け
て
ト
レ

　

ー
ニ
ン
グ
す
る
若
返
り
教
室
の
参
加
者



国国国 勢調査勢調査勢調査勢調査
日本に住む全ての人が対象です

今年は今年は
５年に１度の５年に１度の
今年は
５年に１度の

　　　　　　５年に１度、日本に住んでいるすべての
　　　　人を対象として行う国勢調査。わが国の人口・
世帯の実態を明らかにする、国のもっとも基本的な統
計調査です。
世帯の実態を明らかにする、国のもっとも基本
計調調査です。

国勢調査員
総務大臣に任命され
た調査員が皆さんの
　お宅を訪問します

白文字で国勢調
査と印字された
青色の腕章

白文字で国勢調査
と印字された青色
の手提げ袋

感染症予防の
マスク

顔写真と名前の
入った調査員証

添 田町では68人の調査員と11人の指導員が総務　　
大臣から任命されています。調査員の主な仕事　

は調査票の配布と回収で、ひとりの調査員が約100世　
帯を受け持ちます。調査員は非常勤の公務員として守　
秘義務が課せられており、個人情報が漏れること　　　
は絶対にありません。

７　広報そえだ（令和２年９月号） 広報そえだ（令和２年９月号）　６

あなたの回答が、日本の未来をつくります
調査回答にご協力を

国勢調査は、日本の実態を明らかにするた
め、統計法に基づき実施される最も重要な
統計調査です。調査結果は、日本の未来に
欠かせない施策の計画づくりなどに役立て
られます。今回は、令和最初であり、大正
９年の第１回調査から 100年となる節目
の国勢調査です。国勢調査は、「統計法」に
基づき実施します。「統計法」では正確な統
計を作成するために調査票に記入して提出
する義務（報告義務）が定められています。
すべての人の生活向上と住みよいまちづく
りのために活

い

かされる大切な調査に、ご理
解とご協力をお願いします。

調
査

流
の

れ

　

令
和
２
年
国
勢
調
査
の
調
査

の
実
施
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

❶調査書類の受け取り

調査員が９月14日㊊～
30日㊌の間に皆さんの
自宅を訪問し、調査票
などの調査書類の入っ
た封筒を配布します。

←調査書類の入った調査
　封筒

調
30

自
な
た

←

※新型コロナウ
イルス感染症対策として、調
査員は毎日の検温、マスク着
用、手指の消毒などを徹底し、
調査書類の配布は一定の距離
を保ちつつ簡潔に行います。

❸提出の確認と集計結果

回答された調査票に記入漏れな
どがないか確認します。10月７

日㊌までに回答が確認できてい
ない世帯には、調査員が再度訪
問します。なお、集計結果は「広
報そえだ」でも公表します。

９月14日㊊▶10月７日㊌

スマホや
パソコン■ 調査する項目は全部で16項目

①世帯員の数／②住居の種類／③氏名
 ・性別／④世帯主との続き柄／⑤生年
月日／⑥配偶者の有無／⑦国籍／⑧現
在の場所に住んでいる期間／⑨５年前
の居住地／⑩教育／
⑪仕事の有無／⑫従
業地・進学地／⑬そ
こまでの交通機関／
⑭お勤めか自営か／
⑮勤め先の名称およ
び事業内容／⑯本人
の仕事内容
■ 調査結果の活用
▶法律に基づく利用
　衆議院議員小選挙区の画定基準、地
方交付税の算定基準など
▶行政施策などへの利用
　高齢者福祉や子育て環境の充実、雇
用対策など各種の行政施策の基礎資料
として使われています。
▶学術、教育、民間などの分野で利用
　人口学、経済学、社会学等の学術研
究をはじめ、小中学校等での教育資料、
民間企業での需要予測や店舗の立地計
画などに幅広く活用されています。

かたり調査にご注意を
　「かたり調査」とは国勢調査など公的な統計調査を装い、
世帯を訪問して記入した調査票をだまし取ったり、世帯の
家族構成などを電話で聞き出したりする不正行為のことで
す。統計調査の実施を妨げるだけでなく、詐欺やその他の
犯罪にもつながりかねませんので、ご注意ください。

◉インターネット回答期間

でインターネット回答

意外と簡単！　便利なインターネッ
ト回答をご利用ください。

感染症対策にも

簡単ですよ !!
インターネット
回答の方法を
紹介します

STEP ①

準
備

自
宅
に
届
い
た
調
査
書
類
と
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
で
き
る
パ
ソ

コ
ン
ま
た
は
ス
マ
ホ
の
ど
ち
ら
か

を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

STEP ②

アクセス
　　　国勢調査回答専用サイト
「国勢調査オンライン」にアクセ
スします。

STEP ③ ログイン
調
査
書
類
「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
回
答
利
用
ガ

イ
ド
」
に
記
載
さ
れ
て
い

る「
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
」と「
ア
ク

セ
ス
キ
ー
」
で
ロ
グ
イ
ン
し
ま
す
。

STEP ④

回
答

案内に従って回答しま　
す。最後にパスワード
を設定し、送信すれば調
査は終了です。

／
従
そ
／
／
よ
人

を
準
備備
し
てて

調
査
書
類
「

ここを確認！

します。回答時間は
１人あたり
約10分です!!

インターネット
で回答すると以
降、調査員は訪
問しません。

被害に遭わないためのポイント
▶電話やメールで国勢調査を依頼することはありません　
▶国勢調査には「収入、預金など」に関する調査事項はあ
　りません
▶国勢調査員は、常に「調査員証」を携帯しています
問 国勢調査添田町実施本部（☎82-5965）

↑調査票用紙は表裏
　あります

みみみほほんんん

↑調査票用紙は表裏↑調査票用紙は表裏

❷調査票またはインターネットで回答

国勢調査は、調査票用紙かインターネ
　ットでの回答になります。調査票用
　　紙で回答する場合は、黒の鉛筆か
　　　シャープペンシルで記入し、10

　　　　月７日㊌までに回収に伺う調
　　　　　査員に渡してください。

ン

調
答
す
プ
日

員

❷調査票またはイン❷❷❷❷調査票またはイン

国勢調査は、調
　ットでの回答
　 紙で回答す
　 　シャー
　　　　月７日

　　　　 　査員

調査方法が
わからないときは？

国勢調査 2020

公式ＨＰで確認、または
添田町国勢調査実施本部
に問い合わせください。

鉛
筆
か

シ
ャ
ー
プ

ペ
ン
シ
ル
で

記
入
を



９　広報そえだ（令和２年９月号）

まちの話題
My Town Topics　問 役場総務課広報秘書係（☎ 82-4000）

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

自衛隊募集相談員委嘱式

自衛官を目指す人はいつでも相談を

↑関心のある人は加來勉さん（☎82-0048）まで連絡を

　自衛官募集相
談員委嘱状交付
式が７月６日、
役場で行われ、
加來勉さん（岩
瀬）に藤田副町
長から委嘱状が
手渡されました。
相談員の任期は
２年間で、自衛
官志願者に関する情報の提供や学校への募集協力の促進、
自衛隊の広報活動などの支援をボランティアで行います。
自衛官に関心のある人は、お気軽に相談してください。

高齢者叙勲

樋口金光さん旭日単光章受章↓出席がかなわなった樋口金光さんの代理として出席した樋口直樹さんに伝達されました

　長年、地方行政に多大な功績を収めたとし
て、元添田町議会副議長の樋口金光さん（下
落合）が旭日単光章を受章しました。地域住
民の厚い信望を得て、平成２年７月に添田町
議会議員に初当選、平成18年７月まで４期16
年にわたって観光や農林業の振興、住民福祉
の向上などに尽力した樋口さん。平成14年７
月から４年間は副議長として、情熱と誠意を
持って町の発展に力を注ぎました。７月30日
に役場で行われた伝達式では、新型コロナウ
イルス感染症の感染予防のため、出席できな
かった樋口さんに代わり、長男の直樹さんに
寺西町長から勲記・勲章が伝達されました。

KBCふるさとWish

波田陽区さんが町長の昼食を中継

↑放送後、「とてもおいしいです」と完食の波田さん㊧

　８月17日から
23日までＫＢＣ
のテレビとラジ
オで添田町が特
集された「ふる
さとWish」。８
月20日はタレン
トの波田陽区さ
んが、町長室か
らラジオで生中
継しました。波田さんは寺西町長に町の魅力などをイン
タビューし、寺西町長のお昼ごはんの天狗鹿カレーと地
元産の野菜サラダ、バナナようかんを食べていました。

福岡県水難救助会から感謝状

青い羽根募金でボランティアを支援

↑今林会長から寺西町長に感謝状が手渡されました

　沿岸での海難
救助などの事業
を行う（公社）福
岡県水難救助会
から町に対し、
感謝状が贈呈さ
れました。7月
の海の日に合わ
せ行われている
「青い羽根募金」
活動を通じ、ボランティアで人命救助にあたる救助所員
の支援などに寄与した功績が認められたもので、８月21
日、今林久会長から寺西町長に感謝状が手渡されました。
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田
川
市
郡
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
発
生

し
た
と
の
情
報
に
不
安
を
お
持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

根
拠
の
な
い
不
確
か
な
情
報
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
冷
静
な
行
動

と
思
い
や
り
を
持
っ
た
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 役場保健福祉環境課健康対策係（☎88-8111）

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
発
生

ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

惑
わ
さ
れ
ず
、
冷
静
な
行
動

お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

田し根と

感
染
症
対
策
の
徹
底
を

イベント名 開催の状況 問い合わせ先

▶地域づくりセミナー「あなたとつくるシニア
　ライフ」／９月４日開催予定 延期（延期日未定）　添田町社会福祉協議会（☎ 82-2600）

▶添田町敬老会／９月開催予定 中止 　保健福祉環境課福祉・高齢者支援係
　　（☎ 82-1231）

▶地区公民館対抗球技大会／ 10月開催予定 中止 　社会教育課文化振興係（☎ 82-2559）

▶ふる里まつり／ 10月開催予定 中止 　地域産業推進課商工業振興係（☎ 82-5962）

▶添田町総合文化祭／11月開催予定 中止 　社会教育課文化振興係（☎ 82-2559）

▶添田町金婚式／ 11月開催予定
　※結婚50年、60年の夫婦に記念品を贈呈 式典は中止 　添田町社会福祉協議会（☎ 82-2600）

▶添田町フォトコンテスト／ 11月30日月必着
　※受賞作品の選定数を縮小します 開催 　まちづくり課観光振興係（☎ 82-1236）

▶▶▶ イベントの開催状況 ８月26日現在で決定しているイベントの開催状況をお知らせします

◉町の感染症対策
　町では、増加中の感染確認を受け、今後町内で感染が拡大することが
ないよう、また、出来るだけ町民の皆さまに不安が生じないよう、次の
とおり、引き続き必要な対策を講じます。
❶町民の皆さまの不安を解消するため、防災行政無線や町ホームページ、
　広報紙などを活用して注意喚起と必要な情報の提供に努めます
❷町主催の行事や町所有の施設の使用にあたっては、感染予防対策に万
　全を期した対応を図ります

◉引き続き、感染症対策をお願いします
　町民の皆さまは「人にうつさない」「人からうつされない」との意識を
持って行動してください。
❶マ

※

スク着用や手洗い、人との距離の確保、３密の回避など「新しい生
　活様式」の確実な実践をお願いします

❷不要不急の外出を避け、外出時も、自身の健康状態はもとより、目的
　地の感染状況、利用する施設や店舗の感染防止対策を確認し、慎重な
　行動をお願いします
❸若い世代の感染者は無症状が多いため、重症化しやすいかたに感染を
　広げないよう、慎重な行動をお願いします
　今後も町や県が発信する新型コロナウイルス感染症の情報に留意し、
冷静な判断のもと行動し、皆さま一人ひとりの協力で感染拡大を防ぎま
しょう。

　コロナで落ち込んだ花の
消費促進と地域で作られた
花の利用場面を増やし、花
農家を応援するため、役場
に盛花が飾られました。町
内10人の花農家が作ったト
ルコギキョウやケイトウ、
スプレーギクなどの花や、
ユーカリやバジルなどの葉
をＪＡたがわ花き部会員の
皆さんがアレンジメントし
たもので、展示中は来庁者
の目を楽しませていました。

田川地域の花を展示

庁舎をすてきに彩る添田町産の草花

↑町では農家さんが多くの花を栽培

※マスク着用時は熱中症などに注意してください

「新しい生活様式」の実践例
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９月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

浦野 愛
あいた

太ちゃん 
９月28日生 ❶・真木団地

お誕生日おめでとう！ これから
もすくすくと育ってね♡ みんな
の癒しです

文
芸
歳
時
記

人権みんなの110番

NOヘイトスピーチ

ヘ イトスピーチ解消のための法律「本邦外
出身者に対する不当な差別的言動の解消

に向けた取組の推進に関する法律」が施行され、
今年６月で４年が経過していますが、いまだ特
定の民族や国籍の人々を排斥する差別的言動が
発生しています。ヘイトスピーチは、それを見
聞きした方々に悲しみや恐怖、絶望感などを抱
かせるものであり、決してあってはならないも
のです。ヘイトスピーチを知り、ヘイトスピー
チをなくしていくことの必要性について理解を
深め、民族や国籍を超え、お互いの人権を尊重
しあう社会をともに築きましょう。ヘイトスピ
ーチによる被害など、人権に関する問題でお悩
みの方はご相談ください。
◉人権みんなの110番（全国共通人権相談ダイヤル）
　（☎0570-003-110）

【
俳
句　

投
稿
】

夾
竹
桃
燃
や
せ
ば
毒
を
は
っ
せ
い
か　
　

濵
田
イ
サ
オ

川
辺
駆
け
歓
声
上
げ
る
子
供
達　
　
　
　

寺
本　

紀
子

梅
雨
明
け
の
陽
気
に
な
び
く
草
花
よ　
　

村
岡　

清
香

虫
の
声
季
節
か
ん
じ
て
衣
更
え　
　
　
　

岩
田　

京
子

奉
幣
殿
見
上
ぐ
杉
の
秀
秋
高
し　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

麦
秋
の
色
に
出
に
け
り
茶
の
旨
さ　
　
　

島
津
余
史
衣

小
満
や
活
気
の
も
ど
る
道
の
駅　
　
　
　

伊
井
須
美
子

胡
蝶
蘭
ゆ
る
り
と
開
く
二
夕
七
日　
　
　

斎
藤
智
寿
子

薫
風
や
橋
を
渡
れ
ば
陶
の
里　
　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

ス
ト
ロ
ー
の
紅
の
噛
み
跡
ソ
ー
ダ
水　
　

立
花　

克
明

【
川
柳　

投
稿
】

子
や
孫
に
引
き
継
ぐ
遺
産
わ
が
血
筋　
　

原
田
祥
二
郎

あ
り
が
と
う
元
気
を
く
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

原
田　

順
子

※
天
籟
通
信
添
田
句
会
は
都
合
に
よ
り
、
お
休
み
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◉
10
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し

ま
す
。
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
９
月
16
日
水
ま
で
に
役

場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
と
し
ま
す
。
ま
た
投
稿
の
際

は
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
と
連
絡
先
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
４
０
０
０
）

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

吹
き
渡
る
風
も
さ
や
か
に
麦
の
畑

　
　
　
　
　

ひ
と
足
早
き
夏
の
香
り
す　

大
塚　

富
江

田
起
こ
し
の
赤
い
ト
ラ
ク
タ
ー
来
た
な
れ
ば

　
　
　

白
鷺
五
羽
が
ふ
い
に
降
り
立
つ　

五
十
嵐
田
鶴

藤
袴
の
花
咲
く
時
季
に
は
早
け
れ
ど

　
　

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
は
今
日
も
庭
飛
ぶ　

平
井　

朝
子

ラ
イ
ト
浴
び
白
き
小
猫
は
旋
律
を

　
　
　
　

奏
で
る
如
く
小
走
り
に
去
る　

福
富　

廣
枝

コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
待
ち
わ
び
し
登
校
の

　
　
　
　

児
童
の
元
気
に
暑
さ
心
配
す　

荒
巻
ミ
サ
子

こ
の
年
の
初
め
て
の
紫
陽
花
大
輪
を

　
　
　
　

毎
朝
眺
め
て
と
き
め
て
を
り　

木
村　

寛
子

【
短
歌　

投
稿
】

が
う
が
う
と
川
音
聞
こ
ゆ
渓
谷
を

　
　
　

生
家
へ
向
か
ふ
豪
雨
過
ぎ
た
り　

独
活
山
強
実

老
い
重
ね
行
く
着
く
先
は
黄
泉
の
国

　
　
　
　

日
々
の
暮
ら
し
の
殊
更
愛
し　

櫻
木
マ
サ
子

荒
々
し
茶
色
き
波
頭
押
し
寄よ

せ
し

　
　
　
　

暴
れ
る
姿
の
水
の
怖
さ
よ　
　

仲
摩　

直
子

お子さんの写真を掲載しませんか

　３歳までのお子さんの写真を募集して

います。写真とメッセージを添えて、役

場総務課広報・秘書係 (☎ 82-4000) に

E メール（koho@town.soeda.fukuoka.

jp）で送信ください。10月生まれの締め

切りは９月16日水です。

　英彦山神宮表参道の復興や活性化に取り組む英
彦山門前町同好会（松

まつがいしげさだ

養榮貞会長）と地域おこし
協力隊によるイベントが８月14日、英彦山で開催
されました。「天空の灯

ともしび
火」と題したこのイベント

は、英彦山表参道を夕日が真っ直ぐに照らす光の
道を観賞し、日没後は参道沿いを灯

とうろう

籠の明りで照
らすものです。まず参加者は、かつて山伏の住居
だった松

しょうようぼう

養坊で、松養さんから英彦山と太陽の関
係性や昔からの英彦山のお盆の過ごし方などの説
明を受けた後、山菜などが入った手作り弁当を味
わいました。いよいよ太陽が沈みかけると、木々
の間から参道に夕日が差し込み、石畳が黄金色に
染まって光の道に。その光景を前に訪れた人は、

静かに眺めた
り、カメラの
シャッターを
切ったりして
いました。日
没後、紙や竹
の灯籠が参道
沿いに並べら
れ、ろうそく
の明かりが点
けられると幻
想的な光の道
が作り出され
ていました。

まちのホットNews
参道が光の道に「天空の灯火」
英彦山門前町同好会×添田町地域おこし協力隊

①九州大学で修験道を研究する外国人
の皆さんも参加していました　②かつ
て山伏の住居だった松養坊では宿坊体
験も企画中です　③100年以上前から
使われている漆箱に入ったお弁当　④
沈む太陽と参道の位置関係や英彦山の
お盆の過ごし方などについて説明する
松養さん　⑤参道沿いに並べた約150
個の灯籠に明りが灯されました

❷

❹

静

シ
切
い
没
の
沿
れ
の
け
想
が
て

❶

❸

❺

年２回、５月と８月だけ見られる光の道



　

科（
20
人
）、④
Ｏ
Ａ
事
務
科（
20
人
）

　

⑤
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科（
30
人
、う
ち

　

５
人
は
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
）、

　

⑥
総
合
実
務
科（
20
人
）

▼
訓
練
期
間　

１
年
間
（
②
の
み
２

　

年
間
）

▼
応
募
資
格　

身
体
障
が
い
、
精
神

　

障
が
い
、
知
的
障
が
い
、
発
達
障

　

が
い
、
高
次
脳
機
能
障
が
い
、
難

　

病
な
ど
の
あ
る
人
（
手
帳
の
有
無

　

は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
募
集
期
限　

10
月
７
日
水

▼
入
校
日　

令
和
３
年
４
月
９
日
金

※
募
集
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

 

（
☎
093
―
741
―
５
４
３
１
）

　

づ
く
り
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
Ｃ
Ａ
Ｍ
コ
ー
ス

　
（
20
人
）

▼
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
を
申
し
込

　

み
し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
限　

10
月
16
日
金

▼
入
所
選
考　

10
月
22
日
木
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

▼
申
込
先　

住
所
を
所
管
す
る
ハ
ロ

　

ー
ワ
ー
ク

【
施
設
見
学
会
・
説
明
会
】

▼
と
き　

９
月
16
日
水
13
時
〜

▼
と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯

　

塚
（
飯
塚
市
）

※
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要
で
す
。

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
置

い
て
い
る
募
集
要
項
、
ま
た
は
職
業

訓
練
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

fukuoka-kunren.net/

）
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校 

　

 

（
☎
44
―
１
６
７
６
）

　

 

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

　

 

（
☎
０
９
４
９
６
―
２
―
６
４
４
１
）

　

准
看
護
師

を
養
成
す
る

田
川
看
護
高
等
専
修
学
校

で
は
生
徒
募
集
と
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス（
学
校
見
学
会
）を
行
い
ま
す
。

【
自
衛
官
候
補
生
任
期
制
隊
員
コ
ー
ス
】

▼
試
験
日　

11
月
21
日
土
ま
た
は
、

　

22
日
日

▼
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
小
倉
駐

　

屯
地（
北
九
州
市
）

▼
受
付
期
間　

９
月
11
日
金
〜
11
月

　

10
日
火

【
就
職
説
明
会
】

▼
と
き　

９
月

　

の
毎
週
月
〜

　

金
８
時
30
分

　

〜
17
時
30
分
、

　

土
日　

10
時

　

〜
15
時

※
参
加
無
料
、
予
約
不
要
、
入
退
場

自
由
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力

　

本
部
飯
塚
地
域
事
務
所（
飯
塚
市
）

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 

地
域
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

福
岡
県
で
は
、
岩
石
採
取
に
伴
な

う
災
害
防
止
に
関
し
て
必
要
な
知
識

お
よ
び
技
術
的
事
項
に
つ
い
て
の
採

石
業
務
管
理
者
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
９
日
金
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎

　
（
福
岡
市
）

▼
試
験
方
法　

筆
記
試
験

▼
願
書
配
布　

９
月
11
日
金
ま
で

▼
願
書
提
出
期
限　

９
月
11
日
金
17
時

▼
願
書
提
出
先　

福
岡
県
商
工
部
工

　

業
保
安
課

▼
受
験
手
数
料　

８
千
100
円
（
福
岡

　

県
領
収
証
紙
で
納
入
）

※
郵
送
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
商
工
部
工
業
保
安
課

　

 
（
☎
092
―
643
―
３
４
３
８
）

▼
対
象
者　

①
継
続
し
て
危
険
物
取

　

扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
人
②
新

　

た
に
、
ま
た
は
再
び
従
事
す
る
人

　

③
新
た
に
、
ま
た
は
再
び
従
事
す

　

る
人
で
、
過
去
２
年
以
内
に
免
状

　

の
交
付
ま
た
は
講
習
を
受
け
て
い

　

る
人

▼
と
き　

10
月
12
日
月
、
13
日
火

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
飯
塚
研
究
開

　

発
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
市
）

▼
受
付
場
所　
（
公
社
）福
岡
県
危
険

　

物
安
全
協
会
（
福
岡
市
）

▼
受
付
期
限　

９
月
25
日
金

▼
申
請
書
配
布
場
所　

田
川
地
区
消

　

防
本
部
内（
一
社
）田
川
地
区
防
災

　

協
会
事
務
局

問 

（
一
社
）田
川
地
区
防
災
協
会

　

 

（
☎
44
―
６
２
５
６
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
６
か
月
間
の
職
業
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間　

11
月
２
日
月
〜
令
和

　

３
年
４
月
26
日
月

▼
訓
練
科
名（
定
員
）　

住
環
境
コ
ー

　

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
科（
12
人
）、
も
の

　

田
川
・
小
竹
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
令
和
３
年
度
施
設
内
職
業
訓
練

生（
４
月
期
入
校
生
）を
募
集
し
ま
す
。

▼
入
校
試
験
日　

11
月
16
日
月
／
筆

　

記
お
よ
び
面
接

▼
募
集
期
間　

10
月
８
日
木
〜
11
月

　

月
６
日
金

▼
募
集
科　

▽
田
川
校
＝
電
気
工
事

　

科
、
自
動
車
整
備
科
、
木
工
家
具

　

科
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
左
官
科
、
Ｏ

　

Ａ
事
務
科　

▽
小
竹
校
＝
プ
ロ
グ

　

ラ
ム
設
計
科
、
自
動
車
整
備
科
、

　

機
械
加
工
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
、
建
築

　

科
、
塗
装
科
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

【
試
験
】

▼
試
験
日　

11
月
21
日
土

▼
出
願
期
間　

11
月
９
日
月
〜
11
月

　

18
日
水

▼
募
集
人
数　

40
人

▼
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業（
見
込
）

　

以
上

▼
受
験
料　

２
万
円

▼
願
書
料　

千
円

▼
試
験
科
目　

学
科（
国
語
・
理
科
）

　

と
面
接

▼
教
育
年
限　

２
年

※
郵
送
希
望
の
場
合
は
小
為
替
千
円

と
送
料
140
円
切
手
を
同
封
の
う
え
、

９
月
１
日
以
降
学
校
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

【
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
】

試
験
・
講
習
会

13　広報そえだ（令和２年９月号）

Information くらしに役立つ情報満載

▼
と
き　

10
月
10
日
土　

10
時
〜
12

 

時
（
受
付
９
時
30
分
〜
）

▼
内
容　

学
校
案
内
、
入
試
説
明
、

　

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

※
当
日
の
み
願
書
を
500
円
で
販
売
し

ま
す
。

※
当
日
の
受
け
付
け
も
で
き
ま
す
が
、

で
き
る
だ
け
前
日
ま
で
の
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

問 

田
川
看
護
高
等
専
修
学
校

　
（
☎
42
―
３
２
６
７
）

▼
募
集
科
目（
定
員
）　

①
機
械
Ｃ
Ａ

　

Ｄ
科（
20
人
）、
②
プ
ロ
グ
ラ
ム
設

　

計
科（
20
人
）、
③
商
業
デ
ザ
イ
ン

教育のひろば
自
衛
官
採
用
試
験

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

訓
練
生
募
集

採
石
業
務
管
理
者
試
験

広報そえだ（令和２年９月号）　12

一緒に「まちづくり」をしていきませんか

添田町職員採用登録試験

【１次試験】10月18日日
【試験会場】添田町役場
【試験方法】高校卒業程度の教養筆記試験
【試験職種・採用人数】
▶一般事務Ａ＝若干名
▶一般事務B（管理栄養士）＝１人
【受験資格】
▶一般事務Ａ＝平成２年４月２日から平成
15年４月１日までに生まれた人
▶一般事務Ｂ（管理栄養士）＝平成２年４月
２日以降に生まれた人で、管理栄養士の資
格を有する人、または令和３年３月末まで
に資格取得見込みの人
※その他にも、受験資格が複数あります。
詳しくは採用試験実施要綱を確認ください。
【初任給】　一般事務職大卒182,200円程度
【受付期限】　９月11日金
※土・日を除く８時30分～17時15分。
※郵送の場合は簡易書留で９月11日金必着。
【提出書類】　
▶一般事務A＝①添田町職員採用登録試験
申込書　②受験票
▶一般事務Ｂ（管理栄養士）＝①添田町職員
採用登録試験申込書　②受験票　③「資格取
得証明書」または「資格取得見込証明書」
※申込書などは役場総務課総務係で交付し
　　　　ています。また、郵送や添田町ホ
　　　　　ームページからダウンロードも
　　　　　できますので、詳しくは問い合
　　　　　　　わせください。　　　　
　　　　　　　【書類提出・問い合わせ】
　　　　　　　〒 824-0691
　　　　　　　添田町大字添田2151番地　
　　　　　　　添田町役場総務課総務係　
　　　　　　　（☎82-1231）

祝

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

田
川
看
護
高
等
専
修
学
校

試
験
・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

福
岡
県
公
共
職
業
訓
練
の

施
設
内
訓
練
生
募
集

陸上自衛隊フェイスブックより引用

師る高
等
専
修
学
校

募
集
と
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

見
学
会
）を
行
い
ま
す
。

護
高
等
専
修
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

公
共
職
業
訓
練
生
（
11
月
生
）

を
募
集
し
ま
す

参加者
  募集
参加者者
 募集

問 オークホール（☎82-2559）

◉公民館講座

はじめてのアウトドア教室
　オークホールでは、９月からの公民館講座「は
じめてのアウトドア教室」の受講者を随時募集

しています。キャンプや野外調理、ク

ラフトに登山など、自然の中でのア

ウトドアを皆さんも楽しんでみま

せんか。

◉９月19日土　森林ヨガと焙煎

　から始める山コーヒー＆お花

　のフルーツサンド作り（マイカップ持参）

※子ども用は「インスタ映えするイチゴミルク

を作ろう」

▶ところ　英彦山野営場

　　　　　　　◉10月17日土　

　　　　　　　　秋の味覚キノ　　　　　　　

　　　　　　　　コカレーを作ろう＆テント・

　　　　　　　　ハンモックの張り方　　　　

　　　　　　　　▶ところ　英彦山青年の家

◉ 11月21日土　小次郎ゆかりの「岩石山」登山

▶ところ　岩石山

◉ 12月19日土　英彦山の植物を撮影

　しよう＆松ぼっくりのクリスマ

　スリース作り

▶ところ　英彦山青年の家

【各講座共通です】

▶時間　10時～ 15時予定

▶定員　20人（先着順）

▶対象者　小学校高学年以上

　（高校生以下は保護者同伴）

▶材料費　１人 500円程度

※９月開催講座の募集締め切りは、９月16日水
です。
※講座の詳細や準備品などは、申込時にお伝え
します。
※新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、
参加の際はマスク着用などの感染症対策をお願
いします。

　　　　　　 ◉

　　　　　　　　

　 　　

　 　

　

トドド
座

てのアウ

水りはは

を撮影

マ

影



　

労
働
相
談
の
中
で
最
近
特
に
増
加

し
て
い
る「
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
・

マ
タ
ハ
ラ
」
の
集
中
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
７
日
水
・
８
日
木
両

日
と
も
９
時
〜
20
時
（
受
付
は
19
時

30
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支

　

援
事
務
所
（
福
岡
県
飯
塚
総
合
庁

　

舎
別
館
）

▼
対
象
者　

労
働
者
、
事
業
主

▼
相
談
方
法　

来
所
ま
た
は
電
話

※
事
前
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

15　広報そえだ（令和２年９月号） 広報そえだ（令和２年９月号）　14

●人　口　9,435 人（ー18人）
●男　性　4,462 人（ー10人）
●女　性　4,973 人（ー８人）
●世帯数　4,650世帯（－10世帯）

人の動き ７月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　９月15 日火、10月６日火
●補聴器相談（役場ロビー／ 15時～）
　９月11日金、10月９日金
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　９月８日火、10月13日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　９月８日火（10時～）、９月24日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所／予約制）
　９月２日水、10月7日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進
　 課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

納期限のお知らせ
●９月30日水が納期限です
　▷固定資産税（３期）
　▷国民健康保険税（３期）
　▷後期高齢者医療保険料（３期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

警察署からのお知らせ
●国際テロ未然防止に関する情報提供を
◎不審者・不審物に関する情報提供にご協力を　
　テロを未然に防止するためには、県民の皆さん
の理解と協力が不可欠です。次のような人や物を
発見したときや、「おやっ」と思ったときは110番
通報してください。
▷周囲をうかがいながら、公共施設などの周辺を
　何度も往復する人
▷防犯カメラの位置や警備員の配置場所を確認す
　る人
▷駅や空港など、人が多数集まる場所に放置され
　ている荷物

問 田川警察署（☎42-0110）

７月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 15（－８） 87

　人身事故 ２（±０） 10

　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ５（＋１） 15

●出生　５ 人
●死亡　14 人
●転入　10 人
●転出　19 人

一人ひとりの注意が大切です

【田川地区消防本部】令和２年上半期

火災・救急・救助統計

※
申
込
者
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

送
り
ま
す
の
で
パ
ソ
コ
ン
の
ア
ド
レ

ス
を
連
絡
く
だ
さ
い
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の

使
用
方
法
は
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

国
際
コ
ー
チ
ン
グ
研
修
会 

渡
辺

　

 

（
☎
090
―
４
９
９
２
―
８
４
７
６
）

　

遺
言
は
、
相
続
を
め
ぐ
る
紛
争
を

防
止
す
る
た
め
に
最
も
有
効
な
手
段

で
す
。
そ
の
中
で
も
、
自
筆
証
書
遺

言
は
、
自
書
さ
え
で
き
れ
ば
遺
言
者

本
人
の
み
で
作
成
で
き
、
手
数
料
も

か
か
ら
な
い
便
利
な
遺
言
の
方
法
で

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
遺
言
者
本

人
の
死
亡
後
、
遺
言
書
が
相
続
人
等

に
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
一
部
の

相
続
人
等
に
よ
り
改
ざ
ん
さ
れ
る
な

ど
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

問 

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
１
４
９
）

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
公
務

員
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
の
申
請
が
必
要
で
す
。
職
場

か
ら
配
布
さ
れ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
所
属
長
の
証
明
を
受

け
た
上
で
、
役
場
保
健
福
祉
環
境
課

　

福
岡
県
青
年

司
法
書
士
協
議

会
で
は
、
養
育

費
に
関
す
る
無

料
電
話
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

養
育
費
で
お
困

り
の
人
は
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

９
月
12
日
土
10
時
〜
16
時

▼
相
談
電
話
番
号　

０
１
２
０
―
567

　

―
301
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
秘
密
厳
守
、
予
約
不
要

問 

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

 

（
☎
０
９
４
９
―
28
―
９
７
５
５
）

　

毎
年
、
10
月
１
日
か
ら
7
日
ま
で

の
１
週
間
は「
法
の
日
週
間
」で
す
。

離
婚
や
相
続
、
労
働
問
題
な
ど
の
法

律
問
題
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
５
日
月
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

飯
塚
法
律
相
談
セ
ン
タ

　

ー
（
飯
塚
市
）

▼
定
員　

先
着
12
人
／
要
電
話
予
約

▼
受
付　

飯
塚
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

に
て
９
月
23
日
水
９
時
か
ら
受
け

　

付
け
開
始

問 

飯
塚
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
28
―
７
５
５
５
）

　

10
月
19
日
月
か
ら
25
日
日
ま
で
の

１
週
間
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

本
町
で
は
、
３
か
所
で
巡
回
相
談
を

行
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
相
談
の

際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着

用
お
よ
び
来
場
前
の
検
温
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

来
場
を
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
中
元
寺
公
民
館

　

10
月
21
日
水　

10
時
〜
15
時

▼
津
野
公
民
館

　

10
月
22
日
木　

10
時
〜
15
時

▼
彦
山
公
民
館
（
彦
山
地
区
総
合
セ

　

ン
タ
ー
）

　

10
月
23
日
金　

10
時
〜
15
時

▼
相
談
内
容　

登
記
や
相
続
、
道
路

　

の
維
持
管
理
や
安
全
対
策
、
年
金

　

や
税
金
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

　

る
こ
と
な
ど
、
く
ら
し
の
中
で
困

　

っ
て
い
る
こ
と

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
福
祉
・
高

　

 

齢
者
支
援
係（
☎
82
―
１
２
３
２
）

Information くらしに役立つ情報満載

相
談

へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限

　

９
月
30
日

　

水
（
消
印
有
効
）

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
子
育
て
・

　

 

障
が
い
者
支
援
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
２
）

▼
と
き　

９
月
18
日
金
20
時
〜
21
時

▼
と
こ
ろ　

各
自
の
自
宅
か
ら
Ｚ
ｏ

　

ｏ
ｍ
で
参
加

▼
募
集
人
員　

20
人
程
度
（
Ｚ
ｏ
ｏ

　

ｍ
で
参
加
可
能
な
人
）

▼
内
容　

コ
ー
チ
ン
グ
の
説
明
、
希

　

望
者
コ
ー
チ
ン
グ
体
験
な
ど

▼
申
し
込
み　

電
話
で
申
し
込
み

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

集
中
相
談
会

福
岡
県
弁
護
士
会

「
法
の
日
週
間
」無
料
法
律
相
談

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

自
筆
証
書
遺
言
の
問
題
点
を
解
消
す

る
た
め
、
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制

度
が
創
設
さ
れ
全
国
の
法
務
局
で
自

筆
証
書
遺
言
書
を
保
管
す
る
制
度
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
財
産
を

大
切
な
ご
家
族
へ
確
実
に
託
す
た
め

に
、
自
筆
証
書
遺
言
書
を
作
成
さ
れ

る
場
合
は
、
法
務
局
に
保
管
す
る
こ

の
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

本
制
度
の
手
続
き
に
は
予
約
が
必
要

で
、
遺
言
書
の
保
管
申
請
に
は
手
数

料
が
か
か
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
法
務
局
田
川
支
局

　

 

（
☎
44
―
１
４
２
６
）

　

福
岡
県
警
察
で
は
、
今
年
７
月
か

ら
ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害
防
止
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
電
話
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
か
ら
県
民
の
皆
さ
ん
に
電
話

を
し
て
、
多
発
し
て
い
る
手
口
や
そ

の
対
処
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す

る
事
業
（
通
称
「
ま
っ
太
く
ん
コ
ー

ル
」）を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
福
岡
県
警
察
か

ら
「
㈱
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
ア
ク
ト
」
に
業
務
を
委
託

し
て
い
ま
す
。

▼
期
間　

令
和
３
年
３
月
下
旬
ま
で

　

の
平
日
９
時
〜
17
時
の
間

※
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
年
月

日
な
ど
の
個
人
情
報
や
銀
行
な
ど
の

口
座
情
報
を
た
ず
ね
た
り
、
通
帳
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
け
る
よ
う

指
示
し
た
り
、
現
金
を
引
き
出
す
よ

う
に
指
示
し
た
り
す
る
こ
と
は
絶
対

問 田川地区消防本部（☎ 44-0650）

田 川地区消防本部管内の令和２年上半期
（１月～６月）の火災・救急・救助の概

要をお知らせします。

【火災】　上半期の火災件数は、30件で昨年よ
り15件減少しています。内訳は、建物11件、
林野４件、車両２件、その他13件で、負傷者
は発生しませんでしたが、死者が２人となっ
ています。出火原因は、たき火が14件と火災
件数の約半数を占めるなど、人的要因で発生
する火災が出火原因の上位を占めています。
一人ひとりの火の取り扱いに対するちょっと
した不注意が原因となっていますので、火気
の取り扱いには十分注意しましょう。

【救急】　救急出動件数は 3,283件で、搬送し
た人数は2,907人でした。昨年よりも449件、
538人減少しています。高齢者（65歳以上）の
搬送人数が 2,049人で全体の70％と占め、高
い割合となっています。また、田川地区管内
には救急３次病院が無く、管轄区域外への搬
送が多く、管外に搬送した人員は635人です。

【救助】　救助出動件数は51件で、そのうち救
助活動を行った件数は40件、救助された人員
は31人でした。内訳は、交通事故が19件、火
災が９件、水難救助が２件となっています。

町
内
で
巡
回
相
談
を
実
施

行
政
相
談
週
間

司
法
書
士
に
よ
る

養
育
費
無
料
電
話
相
談
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で

コ
ー
チ
ン
グ
体
験
会

に
し
ま
せ
ん
。

▼
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
電
話
で
通
知

　

さ
れ
る
発
信
者
番
号
（
☎
０
１
２

　

０
―
89
―
１
１
０
１
）

※
こ
の
電
話
番
号
以
外
か
ら
電
話
を

か
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

田
川
警
察
署（
☎
42
―
０
１
１
０
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽　

安
藤
知
也
（
上

　

落
合
一
）
▽　

中
村
松
義
（
下
中

　

元
寺
）
▽
大
内
孝
次（
添
田
東
）▽

　
　

高
瀬
久
美
子（
添
田
東
）▽　

原

　

ウ
メ
ノ
（
添
田
中
）
▽　

山
口
公

　

子（
庄
西
）
▽　

小
川
隆
次（
岩
瀬
）

▼
一
般
寄
付　

キ
ム
ラ
デ
ン
キ

　
　
　
（
令
和
２
年
８
月
14
日
現
在
）

故

故

故

故

故

公
務
員
の
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
申
請
期
限

お
知
ら
せ

ニ
セ
電
話
詐
欺
防
止
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

「
ま
っ
太
く
ん
コ
ー
ル
」

故

◉新型コロナウイルス感染症の影響により、広報そえだの掲載内容が変更と
なる場合があります。ご理解とご協力をよろしくお願いします。



９

令
和
２
年
９
月
号

広報

そ
え
だ

2020

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
、
身
近
な
発
生
も

見
ら
れ
ま
す
が
、
し
っ
か

り
予
防
措
置
を
と
っ
て
対

応
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
▼
物
事
を
進
め
る

上
で
は
い
ろ
ん
な
場
面
で
決
断
を
迫
ら
れ
ま

す
。
苦
渋
の
選
択
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
日

田
彦
山
線
の
復
旧
問
題
で
す
。
豪
雨
災
害
に

端
を
発
し
た
復
旧
で
し
た
が
、
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
封
印
さ
れ
て
い
た
重
要
な
課

題
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
ま
し
た
。
過
疎
地
域

（
中
山
間
地
域
）
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
で
す
。

▼
こ
れ
ま
で
、
高
齢
者
の
移
動
の
確
保
だ
け
で

な
く
、ま
ち
づ
く
り
、児
童
生
徒
の
安
全
保
障
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、
公
共
交
通
を

利
用
出
来
な
い
人
た
ち
の
外
出
確
保
等
に
対

処
す
べ
く
事
業
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
鉄
道
、

民
間
バ
ス
の
廃
止
に
伴
い
生
じ
た
空
白
地
域
。

公
共
の
役
割
と
し
て
、
町
バ
ス
や
ス
ク
ー
ル

バ
ス
、
買
い
物
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
券
の
助
成
な

ど
行
っ
て
い
ま
す
が
、
自
動
車
社
会
な
ど
か

ら
利
用
者
の
減
少
で
財
政
的
な
負
担
を
含
め
、

運
行
等
に
支
障
を
来
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
▼
そ
こ
に
一
石
を
投
じ
た
の
が
、
今
回
の

復
旧
問
題
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
民

間
企
業
の
公
共
的
役
割
・
責
任
を
強
く
主
張

し
、
元
の
ま
ま
で
の
復
旧
を
要
求
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
過
程
で
、元
の
ま
ま
復
旧
し
て
も
、

利
用
者
の
減
少
は
続
き
、
利
便
性
の
向
上
は

図
れ
な
い
。
そ
の
先
は
廃
線
？　

先
延
ば
し

だ
け
で
は
と
考
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
▼
利
用

者
増
の
た
め
、
観
光
列
車
を
走
ら
せ
る
、
森

林
鉄
道
と
し
て
自
治
体
が
運
営
す
る
な
ど
案

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
財
政
的
負
担
な
ど
含

め
厳
し
い
も
の
が
考
え
ら
れ
、
地
域
に
と
っ
て

も
、
利
用
者
に
と
っ
て
も
、
現
実
的
で
は
な
い

状
況
で
し
た
。
元
の
ま
ま
で
の
鉄
道
復
旧
で

守
り
を
固
め
る
の
か
。
別
の
方
策
で
打
っ
て

出
る
の
か
選
択
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
▼
そ
の

中
で
の
選
択
が
、
今
を
変
え
る
対
応
で
し
た
。

Ｂ
Ｒ
Ｔ
バ
ス
で
の
輸
送
シ
ス
テ
ム
で
す
。
地
域

の
交
通
政
策
づ
く
り
は
、
生
活
交
通
だ
け
で

な
く
、
地
域
福
祉
の
課
題
で
も
あ
り
、
教
育
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
住
民
が
地
域
で
生
き

て
い
く
上
で
の
土
台
と
な
る
総
合
的
な
社
会

政
策
づ
く
り
で
す
。
こ
の
機
会
を
捉
え
、
守

り
か
ら
攻
め
に
転
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。
▼
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
あ
り

ま
す
が
、
守
り
を
図
り
対
応
す
る
に
は
あ
ま

り
に
も
情
勢
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
沿
線
を

整
備
し
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し

た
社
会
政
策
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
ベ
タ
ー

だ
と
考
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
▼
既
存
の
駅
舎

等
を
Ｂ
Ｒ
Ｔ
等
へ
の
対
応
仕
様
に
再
構
築
す

る
こ
と
や
、
地
域
の
利
便
性
の
た
め
、
こ
の
路

線
と
繋
ぐ
二
次
交
通
と
し
て
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
証
実
験
、
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
鉄
道
跡
地
の
利
用
な
ど
今
後
の
管
理
運

営
等
を
含
め
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
安
全

に
利
用
出
来
る
交
通
体
系
を
考
え
対
応
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

　昨年度、公民館講座で練習に励んできたドラム教室の生徒た
ちによる発表会が８月９日にオークホールで行われました。当
初、３月の予定でしたが、新型コロナウイルスのため延期とな
り、今回感染症対策を万全にして行われた発表会。
小学校６年生から84歳までの26組の皆さんが、　　　　　　　
ステージ上でスポットライトを浴びながら、音　　　　　　　
楽にあわせ、軽快なリズムを刻んでいました。

音楽に合わせ、刻めリズム
◉公民館講座「ドラム教室演奏発表会」フォトリポート

メロディに合わせ

刻むビート

魅せろ、軽快な

スティックさばき

コロナ対策は万全

高まる鼓動

期 な
表会。
　　　　　　

音　　　　　　 　　
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